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奨学金制度

多様化する奨学金制度

奨学金制度に希望することとして、「返還の必要のない奨学金の充実」が61.7％と最も高く、前回調査（2014

年度）よりも、7.5ポイント高い結果となった。次いで、「手続きの簡素化」が35.7％となった。全国平均でも「返

還の必要のない奨学金の充実」を求める声が圧倒的に高く、次いで「手続きの簡素化」と、本学とほぼ同等の

結果となっている。

昨今、奨学金返済が問題になる中で、本学でも多くの学生が「返還の必要のない奨学金の充実」を要望して

いることがわかった。学生からの要望に応えるべく、今後も、奨学金制度を充実させていく必要があるだろう。

問21 奨学金制度に希望することは何ですか。三つまで選んでください。
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